
発行人◎馬場武彦 
発行◎医療法人ペガサス 
　　　 大阪府堺市西区浜寺船尾町東４ー２４４ 
編集◎ペガサス広報委員会 
　　　情報誌編集グループ 
編集協力◎ＨＩＰコーポレーション 

平成19年4月18日発行 

３２号　平成１９年４月１８日発行　第３巻第２２号（通巻３２号） 

 

　
昨
年
12
月
13
日
午
後
、
北
館
５
階

器
材
庫
を
出
火
想
定
場
所
と
し
、
夜

間
の
人
員
体
制
と
い
う
、
限
ら
れ
た

人
数
の
な
か
で
、
素
早
い
消
火
活
動

を
す
る
こ
と
、
出
火
想
定
階
の
患
者

さ
ま
を
す
べ
て
制
限
時
間
内
で
無
事

に
安
全
な
場
所
へ
避
難
誘
導
を
す
る

こ
と
、を
目
的
に
避
難
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
受
け

る
中
で
、参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務

に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
効
を

奏
し
、
制
限
時
間
内
で
の
避
難
誘
導

完
了
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、消
防

署
員
の
意
見
や
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
参
考
に
し
て
、よ
り
効
果
的
な
訓

練
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

施
設
課
　
主
任
　
船
越 

義
弘 

　
昨
年
12
月
、
日
本
経
済
新
聞
社
と
、

医
療
専
門
誌
「
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
」
が

共
同
で
、
脳
疾
患
治
療
を
行
う
全
国

約
１
３
０
０
の
病
院
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
脳
卒
中
の
治
療
成

績
に
加
え
、
救
急
対
応
の
設
備
や
人

員
体
制
の
ほ
か
、
医
療
の
質
を
高
め

る
取
り
組
み
な
ど
を
調
査
。
そ
の
結
果
、

脳
卒
中
の
「
治
療
成
績
」
部
門
で
、当
院

は
最
高
評
価（
Ａ
Ａ
Ａ
）を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
や
救
急
体

制
を
評
価
し
た
「
構
造
」
部
門
で
も
全

国
で
６
位
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。 

　
現
在
、
当
院
に
は
堺
市
の
脳
疾
患

救
急
患
者
さ
ま
の
約
９
割
が
直
接
搬

送
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
な
か
、

Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）

の
設
置
、
地
域
の
救
急
隊
や
診
療
所

と
の
連
携
強
化
な
ど
で
、
脳
神
経
外

科
を
メ
イ
ン
と
す
る
病
院
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
脳
卒
中
治
療
に
対
す
る

努
力
と
、
そ
の
実
力
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
、
職
員
一
同
今
後
の
励
み
と

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
お
応
え
で
き
る

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
、
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

広
報
委
員
会 

　
今
年
２

月
、
ペ
ガ

サ
ス
グ
ル

　
ー
プ
（株）
ユ

　
ニ
コ
の

「
ユ
ニ
コ

第
二
ビ

ル
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
「
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
療
養
通

所
介
護
」
、
ま
た
職
員
用
の
保
育
所

や
児
童
施
設
が
あ
り
ま
す
。
環
境
整

え
た
新
し
い
場
所
で
、
よ
り
よ
い
看

護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
安
定

し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
提
供
で
き

る
よ
う
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

法
人
本
部 

　
去
る
４
月
２
日
、
ユ
ニ
コ
ビ
ル
に

て
平
成
19
年
度
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス

入
職
式
を
開
催
、
新
た
に
57
名
の
新

入
職
者
を
仲
間
に
迎
え
ま
し
た
。
新

入
職
者
た
ち
は
、
理
事
長
の
馬
場
武

彦
か
ら
一
人
ひ
と
り
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
辞
令
を
受
け
取
り
、
ペ
ガ
サ

ス
職
員
の
一
員
に
な
っ
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

そ
の
後
、
法

人
の
理
念
や

ビ
ジ
ョ
ン
な

ど
の
説
明
を

受
け
る
と
、

入
職
者
は
真

剣
に
聞
き
入

っ
て
お
り
、
医
療
人
と
し
て
の
自
覚

を
強
く
心
に
刻
ん
だ
よ
う
で
し
た
。 

　
翌
３
日
は
主
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

形
式
の
研
修
を
実
施
。
決
め
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
か
ら
な
る
５
名
の
グ
ル
ー
プ
で
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
グ
ル
ー
プ
全

員
で
決
定
し
た
こ
と
を
模
造
紙
に
表

現
し
、
最
後
に
全
員
の
前
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
自
分
の

目
標
」
に
つ
い
て
で
し
た
。
各
グ
ル

ー
プ
と
も
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、

短
い
時
間
で
し
た
が
、
実
の
あ
る
研

修
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
新
入
職
者

の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
二
日
間
で
学
ん

だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
地
域
医
療
の

た
め
に
、
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

人
事
課
　
畑
　
宏
一 

馬
場
記
念
病
院
、 

脳
疾
患
治
療
実
力
調
査
で 

最
高
評
価（
Ａ
Ａ
Ａ
）を
獲
得
！ 

57
名
の
新
入
職
者
を 

今
年
も
迎
え
ま
し
た
。 

ユ
ニ
コ
第
二
ビ
ル
　
完
成 

消
防
訓
練
を
開
催
。 

7月のペガサスセミナー 

お問い合わせ先● 馬場記念病院　地域医療支援室　 
　　　　　　　　 TEL072-265-9083（直通）072-265-5558㈹　担当／亀井・三橋 

日時 7月25日（水）14時～15時 
薬と共に半世紀… 

当院は、 

『政府管掌健康保険 

生活習慣病予防健診』

の実施機関として 

指定を受けています。 
 
お問い合わせ・お申し込みは 
健診室まで 

072（265）6006

講師 岸田　賢一郎 
馬場記念病院 
薬剤部 場所 馬場記念病院　１階ロビー 

内容 
1935年　日本人の平均寿命は男47歳、女50歳であった。そして半世紀後寿命は75歳
と81歳。驚異的な伸びである。そんな歴史を薬剤部の片隅から見つめてきた男の話。
当面の関心は新インフルエンザ。その先は長寿社会の薬。更にはるか不老不死の薬。 

過程評価 
脳疾患治療実力調査結果 

A
構造評価 

A
治療成績評価 

A
特徴 

救急体制が充実 

� � � � � � � �

   

　
２
月
17
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
堺
に
て
、
第
25
回
馬
場
記

念
病
院
勉
強
会
と
第
８
回
登
録
医

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
勉
強
会
で
は
当
院
の
脳
神
経
外

科
部
長 

魏
秀
復
、
形
成
外
科
部
長 

山
本
喜
英
に
よ
る
症
例
発
表
、（
脳
）

神
経
内
科
部
長 

北
口
正
孝
と
外
科

部
長 

新
田
敦
範
に
よ
り
当
院
で
実

施
さ
れ
て
い
る
検
査
の
紹
介
と
報

告
が
行
わ
れ
、
25
名
の
登
録
医
の

先
生
方
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お

ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
登
録
医
集
会
に
て
、

当
院
の
地
域
医
療
支
援
室
か
ら
１

年
間
の
活
動
実
績
報
告
、
お
よ
び

当
院
の
患
者
さ
ま
の
う
ち
、
登
録

医
の
先
生
方
か
ら
の
紹
介
を
通
じ

て
来
院
さ
れ
る
方
の
人
数
が
年
々

増
加
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ペ
ガ
サ
ス
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
の
開
設
や
、
通
所

療
養
介
護
な
ど
医
療
法
人
ペ
ガ
サ

ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
登
録
医

の
先
生
方
と
当
法
人
の
医
師
と
の

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
馬
場
記
念
病
院
で
は
今
後
も
地

域
の
登
録
医
の
先
生
方
と
の
連
携

の
強
化
を
め
ざ
し
、
積
極
的
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

地
域
医
療
支
援
室
　
原
田 

佳
子 

　
昨
年
7
月
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

開
始
し
た
『
ペ
ガ
サ
ス
療
養
通
所

介
護
』
が
、
今
年
2
月
に
近
隣
の

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
「
ユ
ニ
コ
第
二

ビ
ル
」
へ
移
転
。
定
員
も
2
名
か

ら
5
名
に
増
床
と
な
り
、
看
護
師

2
名
と
介
護
職
員
1
名
が
常
勤
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ

フ
も
お
世
話
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
療
養
通
所
介
護
」
と
は
、
昨

年
4
月
の
介
護
保
険
制
度
の
改
定

で
新
た
に
加
わ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
、

大
阪
府
で
は
当
事
業
所
が
最
初
の

施
設
と
な
り
ま
す
。
対
象
者
は
、

が
ん
末
期
や
中
重
度
の
要
介
護
状

態
の
方
で
、
現
在
訪
問
看
護
を
利

用
し
て
い
る
と
い
っ
た
、
常
に
看

護
師
に
よ
る
観
察
が
必
要
な
方
で
す
。

そ
う
い
っ
た
方
が
、
自
宅
で
そ
の

人
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
主
治
医
や

訪
問
看
護
師
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

日
常
生
活
上
の
お
世
話
や
機
能
訓

練
を
行
う
こ
と
で
、
ご
家
族
の
介

護
負
担
の
軽
減
を
図
る
日
帰
り
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

   

　 　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
は
、
体

調
が
不
安
定
な
方
や
医
療
依
存
度

の
高
い
方
で
、
従
来
既
存
の
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
か
っ

た
方
も
お
受
け
で
き
る
こ
と
で
す
。

流
れ
と
し
て
、
ま
ず
看
護
師
が
ご

自
宅
ま
で
お
迎
え
に
伺
い
ま
す
。

そ
し
て
、
事
業
所
内
で
、
ご
利
用
者
・

ご
家
族
の
希
望
を
で
き
る
だ
け
取

り
入
れ
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な

か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
ケ
ア

を
提
供
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

夕
方
に
は
ご
自
宅
ま
で
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
ご
利
用
者
や
ご
家
族

か
ら
は
、
「
自
分
の
状
態
を
よ
く

知
っ
て
い
る
、
な
じ
み
の
看
護
師

が
い
る
の
で
、
安
心
で
き
る
」
「
外

出
の
機
会
が
で
き
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
「
（
介
護
者
が
）
定
期

的
に
自
由
に
な
る
時
間
が
持
て
る
」

と
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
　 

　
今
後
は
、
更
に
多
く
の
ご
利
用

者
を
お
迎
え
し
、
が
ん
の
方
の
療

養
上
の
相
談
や
心
理
的
ケ
ア
や
、

ご
利
用
者
・
ご
家
族
同
士
の
情
報

交
換
の
場
の
提
供
な
ど
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

                 

療
養
通
所
介
護
　
管
理
者 

阿
武
　
美
穂
子 

定
員
も
増
え
、訪
問
看
護 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
。 

利
用
者
さ
ま
や 

ご
家
族
に
も
喜
ん
で 

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

よ
り
よ
い
連
携
を 

築
く
た
め
の 

活
発
な
意
見
交
換
の
場
に
。 

馬
場
記
念
病
院
勉
強
会
と 

登
録
医
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た 

ペ
ガ
サ
ス
療
養
通
所
介
護
が 

移
転
し
ま
し
た 

 

住所 
堺市西区鳳北町10-10 
（ユニコ第二ビル２階） 

営業日 

月曜日～金曜日（祭日休み） 

営業時間 

9時～17時 

連絡先 

072-264-3662

ペガサス療養通所介護 

 

   



山口慎也 
 

馬
場
記
念
病
院 

馬
場
病
院 

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

午前診 
9：00～ 
受付 
8：30～12：00

午後診 
14：00～ 
受付 
13：00～15：00 

　　　　　は 
予約が必要です。 
必ず予約のうえ 
ご来院ください。 

午前診 
9：00～12：00 
受付8：30～12：00

午後診 
15：00～18：00 
受付14：30～18：00

午前診 
9：00～12：00 
受付8：30～12：00

夜診 
18：00～19：00 
受付17：30～19：00

内科 
循環器科 

外科 
消化器科 

脳神経外科 

（脳）神経内科 

整形外科 

形成外科 

内科 

（脳）神経内科 

整形外科 

泌尿器科 

内科 

外科 

内科／外科 ＜内科外来にて＞ 

1診 

2診 

3診 

1診 

2診 

１診 

２診  

外・消１診 

外・消２診 

外・消３診 

脳外科１診 

脳外科２診 

脳外科３診 

（脳）神経内科１診 

（脳）神経内科２診 

整形外科１診 

整形外科２診 

整形外科３診 

平山道彦 
（循環器） 

坂本常守 
（循環器） 

周藤弥生 
（糖尿病） 

若山公作 
（呼吸器） 

一丸之寿 
（呼吸器） 

  

寺岡　均 新田敦範 

原　順一 大平　豪 

宇野淳二 伊飼美明 

河内屋友宏 

山口慎也 
 

馬場武彦 

高橋光雄 北口正孝 

中谷芳美 千本裕子 

本田良宣 吉中康高 

南口利美 久保俊彰 

担当医 担当医 

中林孝之 
＜内科＞ 

久保俊彰 
＜内科＞ 

永田安徳 永田安徳 

宇治義正 戸田千綾 

　    担当医　 

永田安徳 宇治義正 

担当医 矢野　基 

篠塚宗徹 山北真也 

松本成史 
松本成史 

（予約検査） 

濱田千雅 
（糖尿病） 

山本喜英 山本喜英 

北口正孝 

難波雅司 
（循環器） 

周藤弥生 
　　（糖尿病）

児玉豊城 
（呼吸器） 

 

坂本常守 
（循環器） 

玉森　豊 寺岡　均 新田敦範 山添定明 
第1・3週 

中谷雅美 玉森　豊 

原　順一 

堀田　潔 大平雅一 
第2・4・5週 

魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復 

伊野波 諭 伊飼美明 

古賀広道 

峯田春之 北口正孝 平賀定一 

青松宏美 
 

楠　進／原　秀憲 
第1・3週/第2・4・5週 

長谷川隆典 

交替制 

楊　裕健 吉田　映 楊　裕健 交替制 

交替制 

南口利美 中林孝之 久保俊彰 中林孝之 

久保俊彰＜外科＞ 
担当医＜外科＞ 

山本喜英 
＜外科＞ 

久保俊彰 
＜内科＞ 

中林孝之 
＜内科＞ 

南口利美 
＜内科＞ 

永田安徳 永田安徳 永田安徳 

宇治義正 宇治義正 宇治義正 

　 　  

宇治義正 宇治義正 担当医 

担当医 担当医 永田安徳 

梅田喜亮 

永田安徳 第1・3・5週 
矢野　基 第2・4週 

北口正孝 
＜（脳）神経内科＞ 

中林孝之 
＜内科外来にて＞ 

篠塚宗徹 吉中康高 

 

北口正孝 

北田拓也 
（肝臓病） 

瓦林孝彦 
（心臓） 

林　泰司 

玉垣芳則 
（在宅酸素） 

岡垣健太郎 
（関節の外来） 

岡垣健太郎 
（関節の外来） 

南部泰孝 
（睡眠時無呼吸外来） 

山北真也 

山本喜英 山本喜英／矢野　基 
交替制 

交替制 

　 
伊野波 諭 

 
古賀広道 

山下 啓／島田健永 
第1・3・5週／第2・4週 

（ともに循環器） 
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長岡慎太郎 

 岡垣健太郎 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土 

３２号　平成１９年４月１８日発行　第３巻第２２号（通巻３２号） 

　
今
回
は
内
部
設
備
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。
１
階
に
は
診
察
室
、
デ

イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
）
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
、
売
店
等
が
あ
り
ま
す
。
身
障

者
用
ト
イ
レ
は
、
右
半
身
麻
痺
・
左

半
身
麻
痺
の
方
々
の
使
い
勝
手
に
配

慮
し
て
便
座
や
手
す
り
の
位
置
が
工

夫
し
て
あ
り
ま
す
。
２
階
か
ら
４
階

は
各
階
定
員
50
名
の
病
棟
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
食
堂
兼
談
話
室
、
面

談
室
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
等

を
備
え
い
ま
す
。
各
病
室
に

は
す
べ
て
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
付
き
や
身
障
者
用
ト

イ
レ
付
き
の
個
室
も
あ
り
ま

す
。
５
階
は
浴
室
と
な
っ
て

お
り
、
重
度
な
介
護
を
必
要

と
さ
れ
る
方
に
も
対
応
し
た
特
殊
浴

槽
も
あ
り
ま
す
。 

　
各
階
と
も
識
別
が
し
や
す
い
よ
う

に
、
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
が
決
ま
っ
て
お

り
、
階
段
や
ド
ア
、
共
用
部
分
の
壁

面
等
に
そ
の
階
ご
と
の
基
調
と
な
る

色
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

が
快
適
な
入
院
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

法
人
本
部
　
中
辻 

朋
博 

ペ
ガ
サ
ス 

新
病
院 

だ
よ
り 

ペ
ガ
サ
ス
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
オ
ー
プ
ン
。 

P
a
rt

2

4月1日に 
　
今
年
４
月
１
日
か
ら
、
ペ
ガ
サ
ス

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
維
持

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
程
度
体
の

機
能
が
回
復
し
、
回
復
期
病
棟
を
退

院
さ
れ
た
患
者
さ
ま
が
ご
自
宅
に
戻

ら
れ
て
も
、
取
り
戻
し
た
機
能
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
維
持
・
改
善

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。 

　
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
る
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
看
護

師
が
ご
利
用
者
の
全
身
状
態
を
確
認

し
ま
す
。
次
に
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
利
用
者
に
あ
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
訓
練
を
計
画
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
機

械
を
使
用
し
た
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
計
算
や
音
読
な
ど
を
行

う
脳
力
活
性
教
室
、
自
宅
で
行
え
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
評

価
も
行
っ
て
い
ま
す
。
従
来
通
り
、

ご
自
宅
へ
の
送
迎
や
ト
イ
レ
介
助
、

入
浴
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
患
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
な
デ
イ
ケ
ア
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

4 

月
か
ら
の
デ
イ
ケ
ア
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。 

              

デ
イ
ケ
ア
　
管
理
者
　 

北
口 

佐
登
美 

新
病
院
で 

維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ー
ト
！ 

利用時間 

月、水、金（祝日含む） 

午前９時半～午後４時半、 

火、木、土（祝日含む） 

午前９時半～午後12時半、 

午後１時～４時半 

 

お問い合わせ 

072-265-9319

 


